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催 し 物 の ご 案 内

2020年度 企画展 「かながわ発　きのこの新種展」

開催期間／2021年2月20日（土）～5月9日（日）

開館時間／9：00～16：30（入館は16：00まで）

観覧料金／無料（常設展は別料金）

写真： ヌメリイロガワリ　Boletus viscidipellis Har. Takah.
当館近くの森から採集された標本に基づき, 新種記載されたきのこ.

　きのこをはじめとする菌類には、身近なところにも 「未知種」がまだたくさん存在

します。博物館にたくさん収蔵されている、このような名無しの菌類標本の中には、

その後研究されることで、新種と判明するものもあります。

　本企画展では、神奈川県産のものを中心に、近年新種として発表されたきのこの

貴重な標本をまとめて展示します。さらに、きのこ標本を集め、新種の発表に至る

までの知られざる博物館活動の裏側もお見せします！

催し物の詳細についてはウェブサイトをご覧ください。
問合せ先 ：企画情報部 企画普及課 生命の星

ライブラリー通信　文人たちの博物誌⑧　吉
よしゆき

行 淳
じゅんのすけ

之介の巻

淳之介はオカピを見たか？ 土
つ ち や  さ だ お

屋 定夫 （司書）　

　ポト、ラーテル、ビクーナ、クロシロコロブス、セーブルアンテロープ、セイラン………。

　さて、これらは何でしょうか？ すぐにわかった人は相当な動物好きということになりま

す。吉行淳之介の動物エッセイ 『珍獣戯話』の目次に並んでいる動物たちの名前です。

一般的によく知られているナマケモノやジュゴン、ジャイアントパンダなども含め、51種
もの 「珍獣」たちが列挙されています。

　著者の吉行は芥川賞受賞作家で、文壇に登場したころは遠藤周作や安岡章太郎等

と共に 「第三の新人」と呼ばれていました。多くの小説やユーモアのある随筆などを

残しています。本書の中で吉行は 「動物の生態や体形に私は強い興味をもっている」と

記している通り、珍獣たちの行動について、独自の視点から観察し、ユーモアたっぷりの

文章に仕立てています。

　毎日新聞の 「日曜くらぶ」に昭和56年9月から1年間連載されたものですが、いくつ

かの決まりを設けていたそうです。それは哺乳類に限らず、「鳥獣虫魚」のすべてから

選ぶこと、また、今、日本の動物園で観ることのできるものに限るというものでした。

　この決め事は読者に伝えてあったわけではなかっ

たため、「珍獣といえば、オカピはどうした。もう、とっく

に登場してもいいのに」という声もあったようです。

　さて、今何かに気付きませんでしたか？そう、実は

当時の日本の動物園にはオカピはいなかったので

す。ですから、吉行はオカピを取り上げたくても、書く

ことができなかったという訳なのです。日本では1999年
のよこはま動物園ズーラシアでの公開まで待たな

ければなりませんでした。

　そんな吉行は残念ながらオカピに逢うことなく、

1994年に亡くなりました。吉行の珍獣への想いと共

に、動物園の歴史も散策してみませんか？
毎日新聞社  1982年

≪ 事前申し込みの講座 ≫
講座の内容・対象・申し込み方法等は、博物館ウェブ
サイトまたは催物案内をご覧ください。

●「ほねほねパズルで学ぶ
　  動物の骨のかたちとくらし」［博物館］
　 日　時／2月6日（土） 10：00～12：00
　 対　象／小学生～中学生と
　 　 　 　 　 その保護者　20人
　 　 　 　 　 ※小学生は保護者参加必須
　 申込締切／1月26日（火）

●「早春の地形地質観察会」［県北部］
　 日　時／2月6日（土） 10：00～15：00
　 　 　 　 　 ※雨天中止
　 対　象／中学生～成人　30人
　 申込締切／1月26日（火）

●「博物館ボランティア入門講座」［博物館］
　 日　時／1月24日（日）～2月11日（木）
　 全体講義：1月24日（日） 10：00～15：30
　 分野別実習：期間中の1～2日
　 募集分野／植物、植物デジタル資料、菌類、
　 　 　 　 　 哺乳類、魚類、無脊椎動物（貝・
　 　 　 　 　 カニ）、古生物①（貝化石・古脊椎
　 　 　 　 　 動物）、古生物②（脊椎動物
　 　 　 　 　 化石・植物化石・微化石）、展示
　 　 　 　 　 解説の9分野
　 定　員／分野により2～8名程度
　 対　象／中学生以上
　 ※分野によっては、実習が平日に行な
　　　われることがありますので、ご留意くだ
　　　さい。
　 申込締切／1月5日（火）

　募集中の講座については、新型コロナウイルス

感染症の拡大状況により中止となることがあり

ますので、あらかじめご承知おきください。最新

情報は、当館 公式ウェブサイトをご確認ください

ますようお願いいたします。

　当館では新型コロナウイルス感染症の拡大を

防止し、来館者の皆さまの安全確保に努める

ため、感染症拡大予防対策を実施しています。

各種の制限により、ご不便をお掛けすることに

なりますが、何卒、ご理解とご協力をお願いいた

します。

[公式ウェブサイト]

http://nh.kanagawa-museum.jp/

[公式Twitter]

@seimeinohoshiPR
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